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①

役員の親戚に対す6慶弔金と旅費

Q:社長の奥さんの父親が亡くなりました

ので、相当額の香典と花輪を贈呈しました ◎

また、告別式に参列するために帰郷する社

長と奥さんの交通費も会社が負担したのです

が、これらはすべて福利厚生費になりますか。

A:香典と花輪の費用は福利厚生費になり

ますが、交通費は社長の賞与となります。

【解説】

役員及び使用人（役員及び使用人であった

者を含みます）又はその親族等の慶弔、禍福

に際し、一定の基準に従って支給される金品

に要する費用は交際費ではなく福利厚生費と

なります。

ところで、中小企業では、その支出する祝

金、見舞金等について一定の支給基準を定め

ていないところが多いようですが、このよう

な会社が慶弔金を支出したときに、慶弔規定

がないからといって、必ずしも交際費とする

ことはなく、その支給金額が世間一般に相当

な金額であれば、福利厚生費として取り扱わ

れると思われます。

ご質問の場合、香典と花輪の費用が世間一

股に相当と認められる金額である限り、福利

厚生費とすることができるものと思われます。

しかし、帰郷の際の交通費については、社

長に対する賞与として取り扱われることにな

ります。社長や奥さんが帰郷するのは、会社

の代表としてではなく、むしろ子供と父親と

の関係の上からであり、交通費については当

然社長個人の負担すべきものと考えられるか

らです。
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